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作成対象期間：2022年４月26日～2023年４月25日

第２期（決算日　2023年４月25日）

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　さて「グローバル・ディスラプター成長株
ファンド（資産成長型）」は、このたび第２期
の決算を行いました。
　当ファンドは、「ＧＡＭディスラプティブ・
グロース・ケイマン・ファンド」への投資を通
じて、日本を含む各国の株式のなかから、既存
の市場を破壊しうる革新的な技術・ビジネスモ
デルを有し、株価上昇が期待できる成長企業の
株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の
中長期的な成長を図ることを目標に運用を行い
ました。ここに運用状況をご報告申し上げます。
　今後ともいっそうのご愛顧を賜りますようお
願い申し上げます。
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運用経過　2022年４月26日～2023年４月25日

基準価額等の推移

第２期首 9,014円 既払分配金 0円
第２期末 7,542円 騰落率（分配金再投資ベース） △16.3％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）ベンチマークはＭＳＣＩワールド・グロース・インデックス（配当込み、円ベース）で、前期末の基準価額にあわせて再指数化して

います。なおベンチマークの詳細につきましては、後掲の「指数に関して」をご参照ください。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・2022年５月下旬から６月初旬にかけて、インフレ懸念の後退や米主要テクノロジー企業の堅調な業績、中
国・上海のロックダウン（都市封鎖）解除の見通しが示されたことなどを受けて株価が上昇基調で推移した
こと
・2023年１月上旬から２月初旬にかけて、大型テクノロジー企業の業績を好感し、グロース（成長）株やテ
クノロジー株への物色などにより株価が上昇したことに加え、市場予想を上回る米雇用統計を受けて米連邦
準備制度理事会（ＦＲＢ）による積極的な利上げ観測が高まったことなどから、米ドルが対円で上昇したこと

＜下落要因＞
・2022年５月初旬から中旬にかけて、ＦＲＢによる金融引き締めペースの加速が懸念され、株価が下落した
こと
・８月中旬から10月にかけて、欧米諸国における高インフレの持続や景気悪化懸念、イギリスの財政悪化懸
念による金利の上昇などから投資家のリスク回避姿勢が強まり、株価が下落基調で推移したこと
・2023年２月上旬から３月上旬にかけて、偵察気球をめぐる問題を引き金とした米中対立の再燃や米地銀の
経営破綻に端を発した欧米金融機関への信用不安から株価が下落したこと
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１万口当たりの費用明細

項目
第２期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 95円 1.182％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×期中の日数
年間の日数

期中の平均基準価額は8,010円です。

（投信会社） (31) (0.385) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） (62) (0.770) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） (  2) (0.027) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

その他費用 0 0.005 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用） (  0) (0.005) 公募投資信託は、外部の監査法人等によるファンドの会計監査が義務付
けられているため、当該監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） (  0) (0.000) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 95 1.187
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対
応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている外国投資信託証券が支払った費用を含みません（マザーファンドを除く）。
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（参考情報）
■総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除
した総経費率（年率）は2.03％です。

総経費率（①＋②＋③） 2.03％
①当ファンドの費用の比率 1.19％
②投資対象ファンドの運用管理費用の比率 0.73％
③投資対象ファンドの運用管理費用以外の比率 0.12％

（注１）①の費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注３）各比率は、年率換算した値です。
（注４）投資対象ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く）です。
（注５）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資対象ファンドが支払った費用を含みません。
（注６）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注７）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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世界株式市況

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。

　当期の海外株式市場（ＭＳＣＩワールド・グロース・インデックス（配当込み、米ドルベース）は期を通じ
て見ると横ばいとなりました。
　期初はＦＲＢによる金融引き締めペースの加速が懸念され下落する展開となりましたが、その後はインフレ
懸念の後退や米主要テクノロジー企業の堅調な業績が示されたことなどを受けて上昇基調で推移しました。８
月中旬から10月にかけては、欧米諸国における高インフレの持続や景気悪化懸念、イギリスの財政悪化懸念
による金利上昇などから投資家のリスク回避姿勢が強まり、株価は下落基調で推移しました。その後はインフ
レのピークアウトが意識され、金融引き締めの長期化に対する警戒感がやわらいだことなどから上昇しました
が、12月中旬から下旬にかけてはグローバルでの金利上昇圧力を受けて株価は下落しました。１月以降は大
型テクノロジー企業の業績を好感し、グロース株やテクノロジー株への物色などが上昇をけん引しました。２
月上旬から３月上旬にかけては、偵察気球をめぐる問題を引き金とした米中対立の再燃や米地銀の経営破綻に
端を発した欧米金融機関への信用不安から株価は下落したものの、当期末にかけては欧米金融当局の迅速な対
応やＦＲＢの将来的な利下げ期待などから、上昇基調で推移しました。
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ポートフォリオ

■当ファンド
　「ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド」への投資を通じて、日本を含む各国の株式の
なかから、既存の市場を破壊しうる革新的な技術・ビジネスモデルを有し、株価上昇が期待できる成長企業の
株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行いました。

■ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド
＊ＧＡＭインターナショナル・マネジメント・リミテッドの資料（現地における当期末の前営業日基準）に基づき、ニッセイアセットマネジ
メントが作成しています。

　日本を含む世界の株式を投資対象とし、急速に変化するテクノロジーやビジネスの変化をとらえるために、
トップダウンアプローチによりテクノロジーテーマのサイクルを見極め、個別銘柄の選定においては、ボトム
アップアプローチによる企業のファンダメンタルズ分析とテクニカル分析の両面に焦点を当てて決定しました。
　当期末時点における業種配分は、組入比率の高い順に情報技術（45.4％）、一般消費財・サービス
（11.4％）、ヘルスケア（10.8％）としており、国・地域別配分は、組入比率の高い順にアメリカ
（72.7％）、中国（5.6％）、ドイツ（4.7％）としています。

（注１）比率はすべて対組入株式等評価額比です。
（注２）業種はＧＩＣＳ分類（セクター）によるものです。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属します。

以下同じです。
（注３）国・地域はＧＡＭインターナショナル・マネジメント・リミテッドの分類によるものです。

■ニッセイマネーマーケットマザーファンド
　円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざしました。
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ベンチマークとの差異

　当期の税引前分配金再投資基準価額騰落率は－16.3％となり、ベンチマーク騰落率（＋4.5％）を下回りま
した。
　これは「ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド」の個別銘柄選択において、情報技術や
ヘルスケア、金融などの業種がマイナスに寄与したことなどによるものです。

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

分配金
　当期の分配金は、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案した結果、見送らせていただきました。
　なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。
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【分配原資の内訳（１万口当たり）】

項目 当期
2022年４月26日～2023年４月25日

当期分配金（税引前） －

対基準価額比率 －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 －

（注１）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出
しているため、合計が当期分配金と一致しない場合があり
ます。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期
末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収
益率とは異なります。
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今後の運用方針
■当ファンド
　「ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド」への投資を通じて、日本を含む各国の株式の
なかから、既存の市場を破壊しうる革新的な技術・ビジネスモデルを有し、株価上昇が期待できる成長企業の
株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。

■ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド
　信用不安を受けた銀行の貸し出し態度の厳格化による景気への影響などが表面化するには、しばらく時間を
要するとみられます。引き続き、金融市場の不安心理が拡大しやすいことや企業の経営活動が保守的になる可
能性があることから、過度な楽観には注意が必要であると判断しています。信用不安が落ち着き、景気は減速
しつつも良好な雇用環境が景気の下振れリスクを緩和し、金融引き締めの転換が図られることがベストシナリ
オではありますが、さまざまなリスクがくすぶっていることから、その要素を細かに注意深く見る局面が続い
ていると考えています。景気減速を背景とした企業業績見通しへの下方圧力は継続しており、金融引き締めが
続く限り株式のバリュエーション（企業の利益・資産など、本来の企業価値と比較して、相対的な株価の割
高・割安を判断する指標）は株価の押し上げ要因にはなりづらく、個々の企業業績を中心としたファンダメン
タルズ（基礎的条件）に着目した物色やセクターローテーション（景気の局面ごとに有望な業種別銘柄群に投
資対象を切り替えていく戦略）の激しい動きが続く可能性が想定されます。
　当ファンドでは引き続き、既存の市場を破壊しうる革新的な技術・ビジネスモデルを有し、株価上昇が期待
できる成長企業の株式に厳選して投資を行う方針です。

■ニッセイマネーマーケットマザーファンド
　円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざします。
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ファンドデータ
当ファンドの組入資産の内容

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

外国投資信託証券
98.5％

親投資信託
受益証券
0.0％

その他
1.5％

ケイマン諸島
98.5％

その他
1.5％

円
100.0％

（注）資産別・国別・通貨別配分は、2023年４月25日現在のものであり、比率は純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分は
ニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。

■組入ファンド
第２期末

2023年４月25日
ＧＡＭディスラプティブ・
グロース・ケイマン・ファンド 98.5％

ニッセイマネーマーケットマザーファンド 0.0
（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）組入全ファンドを記載しています。

■純資産等

項目 第２期末
2023年４月25日

純資産総額 3,699,982,062円

受益権総口数 4,905,938,546口

１万口当たり基準価額 7,542円
（注）当期間中における追加設定元本額は198,895,201円、同解

約元本額は6,106,089,609円です。
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ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンドの概要

■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分

外国株式
88.3％

現金等
11.7％

アメリカ
68.6％

中国
10.3％

イスラエル
5.1％

ドイツ
1.7％

イギリス
1.4％

ノルウェー 1.2％
現金等
11.7％

米ドル
85.4％

イギリス・ポンド
6.4％

香港ドル
4.3％

ユーロ
1.7％

ノルウェー・クローネ 1.2％
人民元
0.9％

（注１）税引前分配金再投資基準価額の推移は、外国投資信託証券の直近の決算期のものです。
（注２）上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、外国投資信託証券決算日（2022年12月31日現在）のものであり、比率は外国投資信託

証券の純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はＧＡＭインターナショナル・マネジメント・リミテッドの分類によ
るものです。

（注３）１万口当たりの費用明細につきましては、入手が困難であるため記載していません。
（注４）全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の投資有価証券明細表をご参照下さい。

■税引前分配金再投資基準価額の推移 ■上位銘柄
銘柄名 通貨 比率

マイクロソフト 米ドル 10.0％

ＰＴＣ 米ドル 6.4

インテュイティブ・サージカル 米ドル 6.1

プラス500 イギリス・ポンド 5.1

エクスペディア・グループ 米ドル 4.4

ネットフリックス　 米ドル 4.4

キーサイト・テクノロジー 米ドル 3.9

マーベル・テクノロジー 米ドル 3.1

シーゲイト・テクノロジー 米ドル 2.5

センサータ・テクノロジーズ・ホールディング 米ドル 2.4

組入銘柄数 40

（円）
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10,000

11,000

12,000

前期末
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当期末
（2022.12.31）
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ニッセイマネーマーケットマザーファンドの概要 

■基準価額の推移  

 

 
■上位銘柄 

銘柄名 通貨 比率 
第132回 共同発行市場公募地方債 円 22.1 ％ 
平成30年度第２回 北海道公募公債（５年） 円 21.9  
第202回 政保日本高速道路保有・債務返済機構債券 円 14.2  
第26回 政保日本政策金融公庫債券 円 14.2  
第49回 政保地方公共団体金融機構債券 円 14.2  
第1121回 国庫短期証券 円 2.0  
第374回 大阪府公募公債 円 1.4  

組入銘柄数 7 

 
■１万口当たりの費用明細 

2022.10.18～2023.４.17
項目 金額 

その他費用 0円 
（その他） (0) 

合計 0  

 
■資産別配分 ■国別配分 ■通貨別配分 

  

（注１） 基準価額の推移および１万口当たりの費用明細は、マザーファンドの直近の決算期のものであり、費用項目の金額欄は各項目ごとに
円未満は四捨五入しています。項目の詳細につきましては、前掲の費用項目の概要をご参照ください。 

（注２） 上位銘柄、資産別・国別・通貨別配分は、マザーファンド決算日（2023年４月17日現在）のものであり、比率はマザーファンドの
純資産総額に対する評価額の割合です。なお、国別配分はニッセイアセットマネジメントの分類によるものです。 

（注３） 全銘柄に関する詳細な情報につきましては、運用報告書（全体版）の組入有価証券明細表をご参照ください。   
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設定以来の運用実績

決算期 基準価額
(分配落)

(ご参考)
基準価額＋
累計分配金

ベンチマーク
ＧＡＭ

ディスラプティブ・
グロース・ケイマン・

ファンド

債券
組入比率

純資産
総額税引前

分配金
期中
騰落率

期中
騰落率

（設定日） 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円
2021年４月26日 10,000 － － 10,000 10,000 － － － 1,694

１期（2022年４月25日） 9,014 0 △  9.9 9,014 11,030 10.3 98.4 0.0 9,746
２期（2023年４月25日） 7,542 0 △16.3 7,542 11,521 4.5 98.5 0.0 3,699

（注１）設定日の基準価額は当初設定価額を記載しています。
（注２）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注３）「基準価額＋累計分配金」は、当該決算期の基準価額（分配落）に当該決算期以前の税引前分配金の累計額を加えたものです。
（注４）ベンチマークは設定時を10,000として指数化しています。
（注５）当ファンドはマザーファンドを組み入れるため、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。以下同じです。
（注６）設定日の純資産総額は当初設定元本を記載しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 ベンチマーク
GAM

ディスラプティブ・
グロース・ケイマン・

ファンド

債券
組入比率騰落率 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2022年４月25日 9,014 － 11,030 － 98.4 0.0

４月末 8,775 △  2.7 10,686 △  3.1 98.1 0.0
５月末 8,462 △  6.1 10,445 △  5.3 98.9 0.0
６月末 8,481 △  5.9 10,310 △  6.5 99.0 0.0
７月末 8,560 △  5.0 10,959 △  0.6 98.9 0.0
８月末 8,571 △  4.9 10,988 △  0.4 99.0 0.0
９月末 7,871 △12.7 10,322 △  6.4 99.5 0.0
10月末 8,303 △  7.9 10,973 △  0.5 98.5 0.0
11月末 7,522 △16.6 10,566 △  4.2 98.7 0.0
12月末 7,064 △21.6 9,891 △10.3 98.7 0.0

2023年１月末 7,555 △16.2 10,467 △  5.1 99.1 0.0
２月末 7,616 △15.5 10,859 △  1.6 98.9 0.0
３月末 7,600 △15.7 11,141 1.0 99.1 0.0

（期末）2023年４月25日 7,542 △16.3 11,521 4.5 98.5 0.0
（注）期末基準価額は分配金（税引前）込み、騰落率は期首比です。
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売買および取引の状況� 2022年４月26日～2023年４月25日

(1) 投資信託証券
買付 売付

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド 4 32,510 585 4,843,310
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）口数および金額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

利害関係人との取引状況等� 2022年４月26日～2023年４月25日

　当期における利害関係人との取引はありません。

(2) 親投資信託受益証券の設定、解約状況
設定 解約

口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ニッセイマネーマーケットマザーファンド － － － －
（注）当期における親投資信託受益証券の設定、解約はありません。
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組入有価証券明細表� 2023年４月25日現在

(1) 投資信託証券

ファンド名 期首(前期末) 当期末
口数 口数 評価額 比率
千口 千口 千円 ％

ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド 1,057 475 3,642,988 98.5
合計 1,057 475 3,642,988 98.5

（注１）比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。
（注２）口数および評価額の単位未満は切り捨てています。以下同じです。

(2) 親投資信託残高

種類 期首（前期末） 当期末
口数 口数 評価額

千口 千口 千円
ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 9 9
（注）当期末におけるニッセイマネーマーケットマザーファンド全体の口数は708,248千口です。

投資信託財産の構成� 2023年４月25日現在

項目 当期末
評価額 比率

千円 ％
ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド 3,642,988 96.4
ニッセイマネーマーケットマザーファンド 9 0.0
コール・ローン等、その他 137,785 3.6
投資信託財産総額 3,780,783 100.0
（注）評価額の単位未満は切り捨てています。
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資産、負債、元本および基準価額の状況
（2023年４月25日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 3,780,783,996円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 97,165,191
ＧＡＭディスラプティブ・グロース・
ケ イ マ ン ・ フ ァ ン ド(評価額) 3,642,988,807

ニッセイマネーマーケット
マザーファンド(評価額) 9,998

未 収 入 金 40,620,000
(Ｂ) 負 債 80,801,934

未 払 解 約 金 54,984,564
未 払 信 託 報 酬 25,689,145
そ の 他 未 払 費 用 128,225

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,699,982,062
元 本 4,905,938,546
次 期 繰 越 損 益 金 △1,205,956,484

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 4,905,938,546口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,542円

（注１）期首元本額� 10,813,132,954円
期中追加設定元本額� 198,895,201円
期中一部解約元本額� 6,106,089,609円

（注２）元本の欠損
純資産総額は元本額を下回っており、その差額は
1,205,956,484円です。

損益の状況
当期（2022年４月26日～2023年４月25日）

項目 当期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △            32,489円

受 取 利 息 18,333
支 払 利 息 △            50,822

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △   640,993,704
売 買 益 350,155,275
売 買 損 △   991,148,979

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △     69,706,795
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   710,732,988
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 △   470,966,846

(繰 越 欠 損 金) (△   470,966,846)
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 ＊ △     24,256,650

(配 当 等 相 当 額) (△            31,466)
(売 買 損 益 相 当 額) (△     24,225,184)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △1,205,956,484
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △1,205,956,484
追 加 信 託 差 損 益 金 △     24,256,650
(配 当 等 相 当 額) (△            31,466)
(売 買 損 益 相 当 額) (△     24,225,184)
繰 越 欠 損 金 △1,181,699,834

（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含
みます。

（注２）(Ｃ)信託報酬等は、信託報酬に対する消費税等相当額を含
みます。

（注３）(Ｅ)前期繰越損益金とは、分配準備積立金と繰越欠損金の
合計で、前期末の金額に、期中一部解約により変動した金
額を調整して算出しています。

（注４）(Ｆ)追加信託差損益金＊とは、追加設定をした価額と元本
との差額をいい、配当等相当額と売買損益相当額に区分し
ます。前期末の金額に、期中追加設定および一部解約によ
り変動した金額を調整して算出しています。

分配金の計算過程
項目 当期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 0円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円
(ｃ) 信託約款に定める収益調整金 0円
(ｄ) 信託約款に定める分配準備積立金 0円
(ｅ) 分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 0円
(ｆ) 分配対象額(１万口当たり) 0.00円
(ｇ) 分配金 0円
(ｈ) 分配金(１万口当たり) 0円
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お知らせ
■自社の実質保有比率
　2023年３月末現在、当ファンドの主要投資対象であるニッセイマネーマーケットマザーファンドの信託財
産において、当社は、当該マザーファンド受益証券を他のベビーファンドを通じて実質的に7.1％保有してい
ます。当該実質保有分は、当社により他のベビーファンドを通じて解約されることがあります。

当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式
信 託 期 間 2021年４月26日～2031年４月25日

運 用 方 針
外国投資信託証券への投資を通じて、日本を含む各国の株式のなかか
ら、既存の市場を破壊しうる革新的な技術・ビジネスモデルを有し、
株価上昇が期待できる成長企業の株式を実質的な主要投資対象とし、
信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。

主要運用対象

グ ロ ー バ ル ・
ディスラプター成長株ファンド
（資 産 成 長 型）

「ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド」および
「ニッセイマネーマーケットマザーファンド」

ＧＡＭディスラプティブ・
グロース・ケイマン・ファンド 日本を含む各国の株式

ニッセイマネーマーケット
マ ザ ー フ ァ ン ド 円建ての短期公社債および短期金融商品

運 用 方 法
以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・投資信託証券への投資割合には制限を設けません。
・外貨建資産への直接投資は行いません。
・株式への直接投資は行いません。

分 配 方 針
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全
額を対象として、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案し
て決定します。
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以下は、「ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド」（ケイマン籍外国投資信託証券）の2022年12
月31日現在の財務諸表のうち、同ファンドにかかる部分を、委託会社において抜粋し、その原文を翻訳したものです。
同ファンドの財務諸表は、現地の諸法規に準拠して作成されており、独立監査人の監査を受けております。なお、「投
資有価証券明細表」については、独立監査人の監査を受けておりません。

(1) 損益計算書（2022年１月１日～2022年12月31日）
(米ドル)

収益
配当収入 690,852
損益を通じて公正価値で測定される金融資産および金融負債の正味公正価値損益 (57,940,904)
外貨換算の正味公正価値損益 (136,680)
収益（損失）合計 (57,386,732)

費用
投資運用報酬 571,904
管理報酬 70,587
監査報酬 29,781
信託報酬 2,425
役員報酬 4,300
その他費用 68,146
費用合計 747,143

源泉徴収前利益 (58,133,875)
配当源泉税 (119,597)

当期純利益および包括利益 (58,253,472)



ＧＡＭディスラプティブ・グロース・ケイマン・ファンド
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(2) 投資有価証券明細表（2022年12月31日）
GAM Disruptive Growth (Cayman)Fund
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【受益者の皆様へ】法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの当期運用状況をご報告申し上げます。 

ニッセイマネーマーケット 
マザーファンド 

  

  
  

運用報告書 
第 23 期 

（計算期間：2022年10月18日～2023年４月17日） 

運用方針 

 
① 円建ての短期公社債および短期金融商

品に投資を行い、安定した収益と流動性
の確保をめざします。 

② 資金動向、市況動向等によっては上記の
ような運用ができない場合があります。 

 

 

主要運用 
対象 

円建ての短期公社債および短期金融商品 

運用方法 
以下の様な投資制限のもと運用を行います。 
・外貨建資産への投資は行いません。 
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運用経過 2022年10月18日～2023年４月17日  
基準価額等の推移 

 

 

■基準価額の主な変動要因 
＜上昇要因＞ 
・前期末以降、利子等収益等が積み上がったこと 

 
＜下落要因＞ 
・ 前期末以降、無担保コールレート翌日物のマイナス

金利等が影響したこと 

 
（注） 当マザーファンドはベンチマークを設けていません。 
 
ポートフォリオ 

円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保をめざしました。 
 
ベンチマークとの差異 

当マザーファンドは、円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保
をめざして運用を行うことから、コンセプトに適った指数が存在しないため、ベンチマークなどを設けていま
せん。 

  

今後の運用方針   
当マザーファンドは、円建ての短期公社債および短期金融商品に投資を行い、安定した収益と流動性の確保

をめざします。 
今後も引き続き、安定した収益確保のため、短期証券を中心に投資していく方針です。 

10,026

10,027

10,028

10,029

10,030
(円)

第22期末
(2022.10.17)

第23期末
(2023.4.17)(2022.12) (2023.2)



ニッセイマネーマーケットマザーファンド

－20－

最近５期の運用実績 
 

決算期 基準価額 
 

債券 
組入比率 

純資産 
総額 

期中 
騰落率 

    円 ％ ％ 百万円 
19期 (2021年 ４ 月15日) 10,029 △0.0 77.5 50 
20期 (2021年10月15日) 10,030 0.0 69.5 50 
21期 (2022年 ４ 月15日) 10,029 △0.0 69.5 50 
22期 (2022年10月17日) 10,029 0.0 79.4 50 
23期 (2023年 ４ 月17日) 10,027 △0.0 89.9 706 
 
 
当期中の基準価額と市況等の推移 

 
年月日 基準価額 

 債券 
組入比率 騰落率 

 円  ％ ％ 
(期首)2022年 10月17日 10,029  － 79.4 

 10月末 10,028 △ 0.0 59.6 
 11月末 10,028 △ 0.0 59.5 
 12月末 10,028 △ 0.0 70.6 

2023年 １ 月末 10,027 △ 0.0 71.7 
 ２ 月末 10,027 △ 0.0 70.1 
 ３ 月末 10,027 △ 0.0 68.4 

(期末)2023年 ４ 月17日 10,027 △ 0.0 89.9 
（注） 騰落率は期首比です。 



ニッセイマネーマーケットマザーファンド

－21－

１万口当たりの費用明細 2022年10月18日～2023年４月17日 
 

項目 
当期 

項目の概要 
金額 比率 

その他費用 0円 0.000％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
（その他） (0) (0.000) ・ 信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する

諸費用 
・ 借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替

金も含む）に発生する利息 
合計 0 0.000  

（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算
出した結果です。 

（注２） 金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注３） 比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額（10,027円）で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入しています。 
 
売買および取引の状況 2022年10月18日～2023年４月17日 

公社債 
 買付額 売付額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 14,014 － 
地方債証券 311,009 － 
  (30,000) 
特殊債券 301,574 － 

（注１） 金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。 
（注２） ( )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれていません。 
（注３） 金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。 
 
主要な売買銘柄 2022年10月18日～2023年４月17日 

公社債 
買付 売付 

銘柄 金額 銘柄 金額 
 千円  千円 

第132回 共同発行市場公募地方債   155,957 － － 
平成30年度第２回 北海道公募公債（５年） 155,051   
第202回 政保日本高速道路保有・債務返済機構債券 100,619   
第26回 政保日本政策金融公庫債券   100,528   
第49回 政保地方公共団体金融機構債券  100,427   
第1121回 国庫短期証券   14,014   

（注１） 金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。 
（注２） 金額の単位未満は切り捨てています。 
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組入有価証券明細表 2023年４月17日現在 
国内（邦貨建）公社債 

区分 
当期末 

額面金額 評価額 組入比率 うちＢＢ格以下 
組入比率 

残存期間別組入比率 
５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国債証券 14,000 14,009 2.0 － － － 2.0 
 ( 14,000) ( 14,009) ( 2.0)    ( 2.0) 
地方債証券 320,000 320,968 45.4 － － － 45.4 
 (320,000) (320,968) (45.4)    (45.4) 
特殊債券 300,000 300,773 42.6 － － － 42.6 

（除く金融債券） (300,000) (300,773) (42.6)    (42.6) 
合計 634,000 635,751 89.9 － － － 89.9 

 (634,000) (635,751) (89.9)    (89.9) 
（注１） 評価については、原則として証券会社、価格情報会社等よりデータを入手しています。ただし、残存期間１年以内の公社債については、

償却原価法により評価しています。以下同じです。 
（注２） ( )内は非上場債であり、上段の数字の内訳です。 
（注３） 組入比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注４） 額面金額および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、額面金額および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

以下同じです。 
 

（国内公社債の内訳） 
債券種別 銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額 

  ％  千円 千円 
国債証券 第1121回 国庫短期証券 － 2023/11/20 14,000 14,009 
 小計 － － － 14,009 
地方債証券 平成30年度第２回 北海道公募公債（５年） 0.0300 2023/ ５ /31 155,000 155,014 
 第374回 大阪府公募公債 0.9380 2023/ ７ /28 10,000 10,026 
 第132回 共同発行市場公募地方債 0.6600 2024/ ３ /25 155,000 155,928 
 小計 － － － 320,968 
特殊債券 第202回 政保日本高速道路保有・債務返済機構債券 0.6990 2023/10/31 100,000 100,390 

（除く金融債券） 第49回 政保地方公共団体金融機構債券 0.8820 2023/ ６ /16 100,000 100,146 
 第26回 政保日本政策金融公庫債券 0.9110 2023/ ７ /19 100,000 100,236 
 小計 － － － 300,773 

合計 － － － 635,751 
 
投資信託財産の構成 2023年４月17日現在 

 
項目 当期末 

評価額 比率 
 千円 ％ 
公社債 635,751 89.9 
コール・ローン等、その他 71,405 10.1 
投資信託財産総額 707,157 100.0 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 
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資産、負債、元本および基準価額の状況

(2023年４月17日現在) 
項目 当期末 

(Ａ) 資 産 707,157,019円 
 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 70,979,907 
 公   社   債 ( 評 価 額 ) 635,751,552 
 未 収 利 息 302,240 
 前 払 費 用 123,320 

(Ｂ) 負 債 323,519 
 未 払 解 約 金 323,355 
 そ の 他 未 払 費 用 164 

(Ｃ) 純 資 産 総 額 (Ａ－Ｂ) 706,833,500 
 元 本 704,956,153 
 次 期 繰 越 損 益 金 1,877,347 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 704,956,153口 
 １万口当たり基準価額 (Ｃ／Ｄ) 10,027円 

（注１） 期首元本額 50,381,791円 
期中追加設定元本額 700,353,019円 
期中一部解約元本額 45,778,657円 

（注２） 当マザーファンドの当期末元本額におけるベビーファンド
別内訳は、次の通りです。 
ニッセイグローバル好配当株式プラス(毎月決算型) 10,000円
ニッセイマネーマーケットファンド(適格機関投資家限定) 49,952,679円
ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド(毎月決算型) 9,994円
ニッセイアメリカ高配当株ファンド(毎月決算型) 9,984円
ニッセイアメリカ高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
ニ ッ セ イ 世 界 高 配 当 株 フ ァ ン ド ( 毎 月 決 算 型 ) 9,984円
ニッセイ世界高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
通貨選択型ニッセイ世界高配当株ファンド(毎月決算型) 9,984円
通貨選択型ニッセイ世界高配当株ファンド(年２回決算型) 9,984円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・通貨プレミアムコース) 9,977円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・為替ヘッジありコース) 9,977円
ニッセイ世界ハイブリッド証券戦略ファンド(毎月決算型・為替ヘッジなしコース) 9,977円
ＪＰＸ日経400アクティブ・オープン米ドル投資型 9,976円
ＪＰＸ日経400アクティブ・プレミアム・オープン(毎月決算型) 9,976円
ニッセイ・オーストラリア・リート・オープン(毎月決算型) 9,974円
ニッセイ・オーストラリア・リート・オープン(年２回決算型) 9,974円
ニッセイ／ＭＦＳ外国株低ボラティリティ運用ファンド 9,967円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(為替ヘッジあり) 9,967円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(為替ヘッジなし) 9,967円
ニッセイ豪州ハイ・インカム株式ファンド(資産成長型) 9,968円
Ｄ Ｃ ニ ッ セ イ タ ー ゲ ッ ト デ ー ト フ ァ ン ド ２ ０ ２ ５ 654,584,564円
ニッセイ／コムジェスト新興国成長株ファンド(資産成長型) 9,969円
ニッセイ／コムジェスト新興国成長株ファンド(年２回決算型) 9,969円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(年２回決算型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイＡＩ関連株式ファンド(年２回決算型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(３ヵ月決算型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(３ヵ月決算型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(資産成長型・為替ヘッジあり) 9,969円
ニッセイ／ＴＣＷ債券戦略ファンド(資産成長型・為替ヘッジなし) 9,969円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(年２回決算型・為替ヘッジあり) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(年２回決算型・為替ヘッジなし) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(資産成長型・為替ヘッジあり) 9,970円
ニッセイ／シュローダー・グローバルＣＢファンド(資産成長型・為替ヘッジなし) 9,970円
グローバル・ディスラプター成長株ファンド(予想分配金提示型) 9,972円
グローバル・ディスラプター成長株ファンド(資産成長型) 9,972円
ニッセイ新興国テクノロジー関連株式ファンド(予想分配金提示型) 9,972円
ニッセイ新興国テクノロジー関連株式ファンド(資産成長型) 9,972円
限定追加型・繰上償還条項付ニッセイ世界リカバリー株式厳選ファンド（為替ヘッジあり） 9,973円
限定追加型・繰上償還条項付ニッセイ世界リカバリー株式厳選ファンド（為替ヘッジなし） 9,973円
ニッセイ／シュローダー好利回りＣＢファンド２０２３－０２（為替ヘッジあり・限定追加型） 9,974円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド（毎月決算型・為替ヘッジあり） 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド（毎月決算型・為替ヘッジなし） 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド（年２回決算型・為替ヘッジあり） 9,968円
ニッセイ米国不動産投資法人債ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし） 9,968円 

 
損益の状況 

当期 (2022年10月18日～2023年４月17日) 
項目 当期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 860,754円 
 受 取 利 息 882,935 
 支 払 利 息 △ 22,181 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 957,608 
 売 買 損 △ 957,608 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △ 1,213 
(Ｄ) 当 期 損 益 金 (Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 98,067 
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 143,762 
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,955,725 
(Ｇ) 解 約 差 損 益 金 △ 124,073 
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 1,877,347 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｈ ) 1,877,347 
（注１） (Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含み

ます。 
（注２） (Ｆ)追加信託差損益金とは、追加設定をした価額と元本との

差額をいい、元本を上回る場合は利益として、下回る場合は
損失として処理されます。 

（注３） (Ｇ)解約差損益金とは、一部解約をした価額と元本との差額
をいい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合は損失
として処理されます。  
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指数に関して

■ファンドのベンチマーク等について
・ＭＳＣＩワールド・グロース・インデックス（配当込み、円ベース）

ＭＳＣＩワールド・グロース・インデックスは、MSCI Inc.が公表しているインデックスです。同イン
デックスに関する著作権、知的財産権、その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.
は同インデックスの内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。


